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コーポレート・ガバナンス

コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

企業統治図

　現代社会においてESGへの意識はかつてないほど高まっており、企業のガバナンスに対する姿勢そのものが、企業価値を左右する極めて重要な要素
となっています。このような認識のもと、当社は経営の「効率性」と「透明性」を向上させ、取引先をはじめとするすべてのステークホルダーの皆様の視点
に立った、持続可能な企業価値の創造に取り組んでいます。この理念を具現化するガバナンス体制として、当社は監査役制度を採用しています。取締
役会による迅速な意思決定と、監査役による厳格な監査機能が相互に機能することで、経営の効率性と適法性の双方に重点を置いたモニタリング体制
を構築しています。客観的かつ実効性のある監督体制を維持・強化し続けることが、健全な経営基盤を支え、中長期的な成長を実現するための土台で
あると考えています。

※2026年3月現在本体制は、会社としての重要事項に関する意思決定および監督の枠組みを示したものです。

全社横断の統治補完委員会

株主総会

取締役会 監査役

代表取締役

助言　提言 方針 モニタリング

ウェルビーイング
委員会

サステナビリティ
委員会

ISO推進
委員会

SDGs推進
委員会

リスク管理
委員会
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担当長会議

情報共有と意思決定の促進

組織力の強化と一体感の醸成

問題発見と改善活動の推進

取締役会

業務執行の決定

職務執行の監督

コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

　当社の取締役会は、代表取締役を含む取締役7名で構成されています。
会社の業務執行に関する意思決定を行う機関です。2025年より取締
役を増員し、各部門の長が一堂に会することで、直面する課題に対して
取締役一人ひとりが責任と決断力を持ち、会社の方向性を明確に定め
るとともに、様々な部門の視点から意見が出され、偏った考え方になる
ことを防ぎ、より幅広い視野で議論を深めています。
　具体的には、以下の役割を担い、会社の健全な経営と株主の利益を守
るために不可欠な存在です。

　課長以上の担当者が毎月集まり、日々の取り組み事項の報告と重要
事項の協議及び審議を行っています。オンラインでも参加できる環境を
整え参加しやすいように取り組んでいます。
　また、社長より財務情報の報告や今後の会社の動きなど幅広い内容
の話があり、社員一人一人が経営意識を持てるようにしています。
　その結果、社員は自らの業務が会社全体に与える影響を深く理解し、
より高い当事者意識を持って日々の業務に取り組んでいます。

　経営層から発信された内容を、各担当長が直接受け取り、自分の言葉
で現場に持ち帰ることができます。これにより、ニュアンスのズレや熱量
の低下を防げます。また決定された内容について、各部門での具体的な
実行計画や次のアクションをその場で共有・調整できるため、実行への
スピードが上がります。

　普段接点のない部署の担当長同士が意見交換することで、相互理解が
深まり、部門間の連携がスムーズになります。例えば、開発部が営業部の
意見を聞くことで、製品改善のヒントを得るなど、新たな発見につながり
ます。議論し合うことで部門を超えたリーダーシップ（シェアド・リーダー
シップ）が育まれ、組織のレジリエンスが強化されます。

　現場の課題や問題に直接触れている担当長から、現状では顕在化して
いない問題や課題が提起されやすくなり、組織全体の重要な改善点を
見つける機会になります。
　その他に定期的に会議を開催することで、進捗状況や経営状況をリア
ルタイムで把握し、計画からの大きな乖離が見られた場合に、早期に軌
道修正を行うことができます。

事業計画、予算、重要な投資や資金調達など、日々の経営に関わる重要
事項を決定します。

各取締役が適切に業務を遂行し、法令を遵守しているかを監督・チェック
します。

開催日数 議案数

86期 5 11

87期 4 9

88期 5 14

89期 9 42
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ISO

品質方針

各部署の品質目標

コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

部署 目標

品質管理部
顧客からの品質クレーム 0件　　IS09001や安全衛生などに関わる資料の掲示

ISO9001や安全衛生などに関わる資料の掲示 6件以上

開発部

設計テーマを3件以上完了する(新規、改良含む)

新規原材料の情報収集及び基礎研究を5種以上行う(環境配慮、BCP対策など)

SDGｓ目標関連製品の今期進捗率を達成する。

営業部 売上11億円以上

業務部
出荷ミスによる不適合発生 0件

ペーパーレス化を推進する為の提案

製造部

製造部における不適合発生 0件

製造部における労働災害 0件

製品の廃棄処分 0件

当社は、お客様に最高の価値を提供するため、国際標準化機構（ISO）が定めるISO 9001：品質マネジメントシステムの認証を取得し、その運用を徹底しています。
この認証は、製品・サービスの設計から開発、製造、販売に至る全てのプロセスにおいて、国際的に認められた品質管理基準を満たしていることを客観的に証明するも
のです。当社はこれからも、ISO 9001に準拠した品質マネジメントシステムを堅持し、お客様への責任を果たすとともに、持続可能な社会の実現に貢献していきます。

ISO 9001認証情報
取得日: 2004年3月10日
認証範囲:建築用ポリマーセメント、接着剤、着色塗材、混和剤の設計・開発及び製造
認証機関: INTERTEK

１．社員全員が常に『社会に役立つ組織であり続ける』という共通の意識を持って仕事に従事する。
２．社員全員が企業の社会的責任 (法令遵守・顧客対応・地域貢献など) を意識し企業活動の第一とする。
３．各部で品質目標を設定し、PDCAを確実に回す。
４．各部間、社員一人一人、コミュニケーションを取り『絆』を深め、業務の質の向上に努める。
５．マネジメントレビューを実施し、品質マネジメントシステムの継続的改善を行う。
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　年に１度の消防訓練を実施して、避難経路と消火器の設置場所の確認をしております。また、消火器の練習なども同日に行っています。実施後は報告
書を作成しPDCAを回転させ、より質の高い訓練を心掛けています。その他に救命救急研修として本社、工場ともにAEDを設置して外部講習を受講す
るなど使用方法を身につけています。

BCP

取り組み内容の一例

消防訓練（滋賀・本社）、救命救急研修（滋賀）

災害訓練

感染症拡大時の対応

コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

　当社では、「いつ想定外の災害が起こってもおかしくない」という認識のもと、BCPに対する基本方針・行動指針を設けています。
また、災害対策本部を組織し、本社および事業所の自然災害における被災時の事業継続に関するBCP規程を策定しています。災害が発生すると、代表
取締役社長を本部長として、災害対策本部が設置されます。
　工場などが被災した際のバックアップ体制の整備、地震などの自然災害やパンデミック、爆破予告などに対しては、対応体制と行動マニュアルを策定し、
迅速かつ的確に現場で何をするべきかを明らかにしています。また、本社被災時には、滋賀工場を代替本社とし、会社の事業を継続します。

•手洗い・うがいの徹底
•従業員へのマスクの着用を義務づける
•消毒が必要と考えられる設備、事業所等の場所へ店内の消毒の徹底
•出張規制と 来訪者の訪問の禁止の検討

・引継ぎ用の簡易マニュアルの整備および多能工化の推進　
・リモートワーク（在宅勤務）、時差出勤・交代制勤務等の柔軟な勤務体制の準備
・業務システムのクラウド化　
・サーバーを大阪と滋賀に設置し二重化　
・原材料・製品については、常時約1カ月分の在庫を保有・仕入先の分散化

オンラインの避難訓練を年２回実施し、緊急時に迅速に的確な行動が取れるように
トレーニングをしています。
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ITガバナンス

財務ガバナンス

コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

　ITガバナンスとして社員の意識向上と物理的、技術的な防御を統合して実施しています。
人的対策として、定期的に従業員に研修を実施し、個人情報保護の意識を高めています。
　物理的対策では、個人情報エリアへの入退室を制限し、書類は施錠保管・専用シュレッダーで破棄しています。
技術的対策では、情報システムへのアクセス権限を最小限に限定し、アクセスログを監視します。また、データベー
スや通信経路を暗号化することで情報漏洩リスクを低減し、ファイアウォールや最新のウイルス対策ソフトを導入
して外部からのサイバー攻撃に備えています。
これらの統合的な取り組みにより、個人情報の安全性を確保し、信頼性を維持しています。

①内部統制システムの強化
　承認フローの整備、ITシステムのアクセス制限など、財務報告の信頼性を高め、不正や間違えを防ぐための仕組
みを構築・運用します。

  

②透明性の高い情報開示
　財務情報だけでなく、環境・社会・ガバナンスに関する非財務情報も含め、株主やその他のステークホルダーに
対して正確かつ分かりやすく情報を開示します。業績、不祥事など重要な経営情報を発生後、速やかにHPで開示
します。

③良好な金融機関との取引関係
　当社は複数の金融機関と日頃から良好な関係を築き、リスク分散と安定した資金調達につなげています。各行
の特色や提供サービスも上手く活用しながら、事業を広げるための新たな機会の創出にも取り組んでいます。
　また、適切な情報開示を行いつつコミットメントラインを設定することで、景気の変化や予期せぬ事態により急
な資金が必要になった場合でも、スムーズに資金を確保できる体制を整えています。
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コーポレートガバナンス ISO BCP対策 IT・財務ガバナンス コンプライアンス管理

優れた製品の提供

働きがいのある職場環境の整備

社会貢献

人権の尊重

公正な事業活動

危機の未然防止

地球環境の保全

情報の管理と提供

報告と相談

コンプライアンスの徹底
企業倫理行動方針を作成しています。９つのカテゴリーから構成され、この方針は、企業の信頼性を高め、持続的な成長を実現するため、企業
活動のすべての側面における倫理的な基準と責任を定めています。全役員および従業員は、この方針を日々の業務における普遍的な指針と
して深く理解し、実践することを誓約します。私たちは、この9つのカテゴリーに示された倫理基準と行動規範を遵守することで、法令や社会
規範を尊重し、公正かつ透明性の高い事業活動を徹底します。これにより、すべてのステークホルダーからの信頼を確固たるものとし、より良
い社会の実現に貢献し続ける企業であり続けます。
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竹屋化学研究所は、経営活動を通して、社会に対して責任を果たし、
社会とともに発展していくために以下の指針を掲げます。

・再生可能エネルギーの使用割合を拡大させ、
地球温暖化対策に取り組みます。

・廃棄物と廃水の削減に努め、環境課題の解決に貢献します。

・長く安心して暮らせる、製品開発への努力をし続けます。

・社会環境の変化に対応し、より高品質な製品開発に挑戦します。

・安心して働き続けられる職場環境作りに取り組みます。

社会的責任指針

　竹屋化学研究所は、SDGsの17目標とISO 26000を基盤とし、バリューチェーンマッピングやマテリ
アリティ分析を通じて、自社のリスクと機会を整理しています。これにより、取り組むべき重要課題（マテリ
アリティ）と重要施策を明確化しました。特に、ステークホルダーにとって重要度の高い5つの取り組みを
「これからの重点施策」として選定し、「SDGsアクションプラン2030」に反映しています。これらの目標
は社会課題への適応を目的として、毎年見直しを行う計画です。

　当社は、経営理念を基盤とした戦略重視型の経営戦略を構築しています。この度、これまでの経営戦略
策定プロセスに、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた組織的な取り組みの観点を正式に追加し
ました。これにより、本業を通じた社会課題の解決を事業計画の中に明確に位置付け、これをビジネスパ
フォーマンスの重要な評価軸の一つとして取り組みを推進していくことをここに宣言します。

竹屋化学研究所SGDsアクションプラン2030
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コンクリートの長寿命化による

CO²排出量の削減

ハウスシューズ販売促進活動推進

再生エネルギー利用率向上による

CO²排出量の削減

目標インプット

再エネ電力100％契約

廃棄物、廃水の削減による

循環型ビジネスモデルの構築

再生原料を使用した梱包材による

循環型ビジネスモデルの構築

CO²排出量削減を目的とした、

納入方法の確立
まとめ配送の取り組み強化

バイオマス灰、廃陶器屑による

再利用原料の新製品リリース

再生ビニール、再生紙を使用した、

副資材の積極採用

PPバンドの廃止

2025年実績

FBプロテクト採用獲得

環境┃温室効果ガスの削減
循環型資源の活用

竹屋化学研究所SGDsアクションプラン2030

代表者
メッセージ

竹屋化学に
ついて

価値創造
ストーリー Laboratory 環境の取り組み 社会の取り組み ガバナンス構築 進捗情報 今後の展望私たちの思い

竹屋化学研究所
サステナビリティレポート２０２５

わ
た
し
た
ち

の
思
い

代
表
者

メ
ッ
セ
ー
ジ

竹
屋
化
学

に
つ
い
て

価
値
創
造

ス
ト
ー
リ
ー

Laboratory

環
境
の

取
り
組
み

社
会
の

取
り
組
み

ガ
バ
ナ
ン
ス

構
築

進
捗
情
報

今
後
の
展
望

40



安全・安心な住環境づくりに

貢献する技術開発

FBプロテクトの使用方法

拡大に向けた施工検証

新しい発想による持続可能な

製品・工法の創出

目標 2025年実績インプット

職人人口減少に対応した

乾式工法の確立

子育て世代に限らず、

すべての従業員が安心して

幸せに働き続けられる環境づくり

協働と連携による社会課題の解決 ESG経営に注力する企業との連携強化

「幸せデザインサーベイ」の実施

各種社内アンケートによる

意見収集と改善活動

就業規則への新規定反映

竹屋化学研究所SGDsアクションプラン2030

社会┃住まいや防災に役立つ製品を作り出す
持続可能は工法や新しい使い方を広げる
外部との連携を深める
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10年後の竹屋化学研究所 | サステナビリティレポート 制作者座談会

レポート制作、お疲れさまでした。長期間にわたる制作でしたが、率直にいかがでしたか？

10年後、竹屋化学はどんな価値を提供している会社になっていると思いますか？

これからも竹屋化学が持続的であるため
に、どんな企業であるべきでしょうか？

左手前から
西前さん、幸田さん、竹谷副社長、北村さん、竹谷(美)さん

ESGという言葉が広く使われる以前から、自然体で社会と事業の持続可能性を両立させてきた
竹屋化学研究所。これから先、どのような価値を社会に提供し、どのような会社であり続けたいのか。
「10年後の竹屋化学」をテーマに、竹谷副社長と本レポートの制作メンバーが語り合いました。

北村さん：意思決定のスピード感ですね。
それと、短期的な利益だけでなく、長期視点で
考える文化を大切にしたいです。
西前さん：風通しの良さです。のびのび働ける
この雰囲気は、ずっと守っていきたいですね。
幸田さん：人情と心意気。社員を大切にする
風土は、竹屋化学の大きな財産だと思います。
ボトムアップで意見を出せる雰囲気も、これか
らさらに育てていきたいです。
竹谷美希さん：本当にそうですね。今もありま
すが、もっともっと強くしていきたいです。
竹谷副社長：竹屋化学は、変わり続けることで
生き抜いてきた企業です。
これからも、変わることを恐れない会社であり
続けたいと思います。

北村さん：やはり、安全・安心な製品ですね。特に環境に配慮した製品で、業界をリードしていてほ
しいです。
竹谷美希さん：世の中はSDGsのさらにその先を目指しているはずです。竹屋化学は、それをいち
早く取り入れて、まだ世の中が気付いていない価値を提供し始めている気がします。
幸田さん：衣・食・住の「住」に関わっていることに、私は誇りを感じています。10年後にはまだ難しい
かもしれませんが、いつか宇宙の「住」を支えるような存在になれたら…夢は大きく持ちたいですね。
西前さん：循環型製品の取り組みがさらに広がり、住宅分野以外にも価値を提供しているかもしれ
ません。竹屋化学は“粉のスペシャリスト”なので、化粧品など「衣」の分野もあり得ると思います。
竹谷副社長：こうして意見が自然に出てきて、それが製品やサービスに変わり、「竹屋化学にしかで
きない価値」になっていく。10年後、そうなっていたら素敵ですね。

全員：想像以上に大変でした（笑）。
幸田さん：普段の業務では意識しないことも、立ち止まって深く考える良い機会になりました。
北村さん：改めて竹屋化学は本当にいろいろなことにチャレンジしている会社だと実感しました。
西前さん：特に思い入れがあるのは、製造設備や製品ができるまでの流れをまとめたページです。
前回の制作メンバーから「今年こそはぜひ作ってほしい」と言われていたので、その約束を果たせ
てよかったです。
竹谷美希さん：今回のレポートの大きなテーマでもある「L（Labo）」については、何度も話し合って
悩み抜きました。最終的に全員が納得できる意味に辿り着けたことが、とても嬉しかったです。
竹谷副社長：みんな本当に前向きで、「そこまで頑張るの？」と心配になるほどでした（笑）。でも、
当初私が想像していた以上に、広がりのあるレポートに仕上げてくれたと思います。
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発行日 2026年3月16日

執筆者
製造部 幸田 修一郎
開発部 竹谷 美希
業務部 西前 里彩
経営企画室 北村 篤史

取材協力
竹谷社長 竹谷副社長 石野取締役 榎次長

写真提供
社員の皆様

本冊子は、持続可能な森林管理を推進するための基準に基づき認証された森林認証紙を使用しています。
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